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京都にほんご Rings

教室データ　2023 年度版

京都にほんご Rings

京丹後市国際交流協会

ふくちやま日本語教室

京丹波町国際交流協会

南丹市国際交流協会

亀岡日本語教室

京都「えき」日本語教室

kokoka 日本語クラス

京都 YWCA にほんご教室洛楽

京都国際文化協会
（KICA）にほんご空間・京都

伏見青少年活動センターにほんご教室 宇治日本語教室

朋友館 久御山 日本語教室
世界はテマン 城陽市国際交流協会

夢気球京田辺国際ふれあいネット

せいかグローバルネット日本語教室
木津川市国際交流協会 きづがわ日本語教室

スピークサロン日本語クラス長岡京
京都ユネスコ日本語教室

京都向島日本語教室
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法務省　【在留外国人統計（旧登録外国人統計）統計表】 2023 年 12 月末のデータ
	 https://www.moj.go.jp/isa/policies/statistics/toukei_ichiran_touroku.html
京都府の国際化の現状
	 https://www.pref.kyoto.jp/kokusai/10100005.html
京都府推計人口  令和 6 年 1 月 1 日現在
	 https://www.pref.kyoto.jp/tokei/monthly/suikeijinkou/suikei2023.html
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太字は京都府全域または京都市以外の地域で上位 12位までを示す
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１．日本語支援団体について
・名称：京丹後市国際交流協会
・教室の設立時期：2009 年９月
・所在地：〒 627-8567　京丹後市峰山町杉谷 889（市長公室政策企画課内）
・連絡先

SNS:facebook：http://www.facebook.com/kyotangokia
Instagram：https://www.instagram.com/kyotango_kokusai/"
メール :kokusai_koryu@kyotango.net
電話 :0772-69-0120	 

・構成員数（会員数）：個人：120 人　法人・団体：27 団体
・年会費：個人（１口：2,000 円）、団体法人会員（１口：5,000 円）
・会報の発行：ニュースレター年７回～８回
・事業形態：自主事業
・活動方針

属性、年齢等に関わらず " 日本語を学びたい " という意欲がある方へ日本語教室を実施。
ひとり一人のニーズに合わせ、学習内容、時間、場所等を設ける。

２．支援者について
・必要な資格：協会への入会、研修会、連絡会議への参加
・日本語支援者数：20 人
・活動補償：交通費：１回 300 円

３．学習者について
・受入範囲：希望があれば子供（外国籍）も可。京丹後市以外に在住でも受講可能。
・募集方法：Facebook、口コミなど
・受講費用

5 枚綴りのチケット購入制（会員：1,000 円　会員外：1,500 円）
・登録人数　

2023 年度 35 人
・出身国

アメリカ、ベトナム、カンボジア、フィリピン、ネパール、イギリス、スリランカ、タイ
・属性（在留資格）:

永住、技能、技能実習、教育、米軍関係
・学習目的：会話、JLPT 対策、読み書きなど　

≪京丹後市国際交流協会≫
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４．教室について
・開講場所数：6 ヵ所
・開講日時：随時
・平均人数（支援者 1 人に対する学習者数）：5 人まで
・1 回の時間：2 時間以内
・オンライン教室：なし
・所定場所外の教室：有
・出張教室：有

５．その他
・教室の特徴

基本１対１としているが、レベル、学習日時が同じ際には、複数人のクラスを編成。
・教室の課題

ボランティアの高齢化　
・特記事項など（新型コロナウイルス感染症の影響や対応など）

なし
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日本語教室のデータ　≪ふくちやま日本語教室≫

１．日本語支援団体について
・名称：ふくちやま日本語教室
・教室の設立時期：2017 年 2 月
・所在地と連絡先：

福知山市字堀 2539　人権ふれあいセンター堀会館内
HP: https://sites.google.com/view/fukuchiyama-nihongo-kyoshitsu7/
メール :　fukuchiyama.nihongo2020@gmail.com
電話 : 090-8210-6844

・構成員数：個人 8 名
・年会費：1,000 円 / 年
・会報の発行：なし
・事業形態：自主事業
・活動方針

相互理解を基盤とする多文化共生を目指す。

２．支援者について
・必要な資格：年齢の制限なし
・日本語支援者数：8 名
・活動補償：ボランティア保険

３．学習者について
・受入範囲：特に制限していない
・募集方法：HP、チラシ、口コミ
・受講費用：100 円／回　（チケット 500 円 /5 回）
・年間の受講者数：28 名
・出身国

インドネシア、ベトナム、フィリピン、ペルー、アメリカ、中国
・属性（在留資格）: 技能実習、英語教師、就労
・学習目的：会話、資格取得

４．教室について
・開講場所数：1 ヵ所
・開講日時：日曜日　14:00 ～ 16:00
・平均人数（支援者 1 人に対する学習者数）：原則 1 対１
・1 回の時間：2 時間
・オンライン教室：なし
・所定場所外の教室：なし
・出張教室：なし

≪ふくちやま日本語教室≫
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５．その他
・教室の特徴

少人数（基本は 1 対１）での学習。会話を主体とした授業のほか、資格試験への対応もお
こなっている。

・教室の課題
ボランティアのスキルアップ、学習者の安定的でない出席率　

・特記事項など
なし
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日本語教室のデータ ≪亀岡日本語教室≫

１．日本語支援団体について
・名称：京丹波町国際交流協会
・教室の設立時期：2012 年 10 月
・所在地と連絡先

〒 622-0231　京都府船井郡京丹波町豊田シミ 98 番地 
HP： http://ynjgh521.wixsite.com/kyotamba-iea
Facebook: https://www.facebook.com/Kyotamba.iea/ 
Instagram: https://www.instagram.com/kyotamba_iea
X: https://twitter.com/Kyotambaiea
Email: kyotamba.iea@gmail.com	 電話：なし

・構成員数（会員数）：43 人（個人会員）、1 団体（団体会員）
・年会費：2,000 円（個人会員）、10,000 円（団体会員）
・会報の発行：なし
・事業形態：自主事業
・活動方針

京丹波町在住・在勤の日本語を母語としない方々が、地域社会とつながり、問題なく、い
きいきと生 活できるようになることを目的としている。

２．支援者について
・必要な資格：特に求めていない（やる気のある人は誰でも歓迎）
・支援者数：21 人
・活動補償：交通費、ボランティア保険

３．学習者について
・受入範囲：年齢制限は設けていない
・募集方法：HP、SNS、チラシ、町のお知らせアプリ、クチコミ
・受講費用	：1,000 円 /6 ヵ月分徴収（教材費用等に充当）
・年間の受講者数

登録人数：30 人
・出身国

ベトナム　フィリピン　インドネシア　カンボジア　中国　イギリス
・属性（在留資格）

就労、技能実習、特定技能、日本人の配偶者
・学習目的

日本語能力検定合格、日常会話

≪京丹波町国際交流協会≫
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４．教室について
・開催場所数：3 ヶ所
・開講日時：毎週日曜日 10 時 30 分～ 12 時
・平均人数（支援者 1 人に対する学習者数）：1 ～ 3 人
・1 回の時間：１時間 30 分　
・オンライン教室（有 / 無）：なし
・所定場所外の教室：なし
・出張教室：なし

５．その他
・教室の特徴

▶毎回支援者ミーティングを実施（毎回 10 時から 30 分間）
▶毎回個別学習に入る前に全体で 10 分学習を実施し、最後に全体でその日の学習を振り

返る
▶協会のイベントに積極的に参加してもらう 
▶新年会（お茶席・書き初め）や交流会（BBQ 等）の開催 
▶アットホームで学習者同士、支援者と学習者のつながりを大切にしている

・教室の課題	
支援者の高齢化と支援者数の不足
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１．団体について
・名称：南丹市国際交流協会
・教室の設立時期：協会　2009 年 3 月 28 日、　教室　2011 年 5 月 18 日
・団体の所在地と連絡先（HP、メール、電話、FAX など）：
		  〒 622-0004　南丹市園部町小桜町 62-1　南丹市国際交流会館 2 階
		  HP:https://nantania.jp/ 	 メール :info@nantania.jp
		  電話 :0771-63-1840		  FAX:0771-63-1841
・構成員数：個人会員 81 名、企業・団体会員 １ 社
・年会費：1,000 円 / 年（個人）、5,000 円 / 年（企業・団体） 
・会報の発行：年 3 回
・事業形態：市委託事業
・活動方針

多文化交流を通じて市民の国際感覚を高め、世界に開かれた「ひと」「まち」づ くりに寄
与することを目的とする。市民レベルで世界視野をもち、多文化社会を正しく認識し、国
際理解を深め、共に暮らしやすい地域社会の実現に向け、さまざまな事業を展開する。 

２．支援者について
・必要な資格：なし（見学後、数回補助）
・支援者数：22 名（登録制度なし）
・活動補償：距離に応じた交通費支給、手当なし、ボランティア保険加入

３．学習者について
・受入範囲：子どもの受け入れはしていません
・募集方法：

HP、Facebook、市広報、市 HP、区長・民生委員・企業等への案内文書  　
・受講費用：無料
・年間の受講者数
・登録人数：51 名（登録制度なし）
・出身国

ベトナム、中国、インドネシア、ミャンマー、アルゼンチン、カンボジア、ブラジル、ブー
タン、ネパール

・属性（在留資格）：
技・人・国、技能実習、特定技能、留学、永住者、家族滞在、日本人の配偶者（在留資格
別の人数は把握していない）

・学習目的：
生活や仕事に必要な日本語を身につける。
日本語能力検定試験に合格する。

≪南丹市国際交流協会≫
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４．日本語教室について
・開催場所：2 ヶ所 ( 園部、美山 )
・開講日時：

園部 : 南丹市国際交流会館 木曜 18:30 ～ 20:00、日曜 9:00 ～ 10:30
美山 : 美山文化ホール 日曜 14:00 ～ 15:30 

・平均人数：10 名 ( 支援者 1 人に対し学習者 1 ～ 2 名 )
・１回の時間：90 分
・オンライン教室（有 / 無）：有
・所定場所外の教室：なし
・出張教室：なし　

５．その他
・教室の特徴

基本的に一対一で支援を行っています。 
対面学習ができない事情がある学習者にオンライン学習を行っています。

・教室の課題
・支援者の確保と支援スキルの向上。
・遠隔地の美山教室の支援者確保。
・二つの曜日で行っているため、支援者の会議や学習者を含む交流ができない。
・一対一の組み合わせ基本形はつくっているものの、学習者・支援者双方の欠席も多く基 
本形通りにならないことが多い。

・特記事項など（新型コロナウイルスへの対応、最近の動向や催し）
年間の学習発表会：2024 年 3 月 24 日
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日本語教室のデータ ≪亀岡日本語教室≫

１．日本語支援団体について
・名称：亀岡国際交流協会
・教室の設立時期：2013 年
・所在地：〒 621-0806　亀岡市余部町宝久保 1-1 ( ガレリアかめおか内 )
・連絡先	

HP: https://www.facebook.com/KameokaKokusai 		
メール : kiea@galleria.or.jp
電話 : 0771-29-2701 	 FAX: 0771-25-5881	

・構成員数：106 名（個人会員）　11 団体（法人会員）
・年会費：2,000 円（個人会員）　10,000 円（法人会員）
・会報の発行：年 4 回 ( 亀岡国際タイムズ )
・事業形態：自主事業
・活動方針

日本で生活している外国人等、日本語を母語としない人が、日常生活に必要な日本語を習 
得することを目的として教室を開催している。学習者同士および学習者と支援ボランティ 
アのつながりをつくり、学習者が地域社会に参加する足がかりを作る場とし、地域等で孤
立しない環境づくりを目指す。

２．支援者について
・必要な資格

必要な資格 なし。未経験者はしばらくの間、見学とメイン講師のサポートで経験を積む。
また、国際センターが開催するボランティア養成講座や、南丹圏域で開催する研修会等に
積極的に参加してもらう。

・支援者数：21 名（2024 年 3 月 31 日時点）
・活動補償：交通費（１回 500 円）、ボランティア保険加入

３．学習者について
・受入範囲

原則として大人が対象。受け入れは制限しないが、授業内容は初級～中級程度（みんなの 
日本語初級Ⅰ・Ⅱの範囲）を基本としている。中級以上については、他の教材や日常の題 
材を使いながら、初級Ⅰ・Ⅱのテキストで学習した範囲の定着を目指す。

・募集方法
チラシ（施設内に配置）、FB などで広報。現在は、外国人相談窓口（かめおか多文化共生 
センター）への問い合わせや知人同士による紹介もある。

・受講費用	：3,000 円 /10 回　※ 10 枚綴りチケット
・年間の受講者数：登録数 50 人
・出身国

ベトナム 17、ブラジル 12、中国 6、タイ４、フィリピン 2、フランス 2、カナダ 1、 アメ
リカ 1、インド 1、スリランカ 1、スペイン 1、アルゼンチン 1、ヨルダン 1

≪亀岡日本語教室≫
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・属性（在留資格）
技能実習 26、日本人の配偶者 8、家族滞在 3、技・人・国 5、留学生 3、定住者 5

・学習目的
生活で必要な基本的な日本語を身につけたい人、会話はできるが適切な日本語・正しい日 
本語を身につけたい人、読み書きができるようになりたい人、子どもの就学等に備えて日 
本語を身につけたい人、日本語検定受験希望者。

４．教室について
・開催場所数：1 ヶ所
・開講日時：日曜日　10:30 ～ 11:30
・平均人数：30 人程度　支援者１人に対し学習者 1 人から 4 人 
・1 回の時間：１時間　
・オンライン教室：なし
・所定場所外の教室：なし
・出張教室：なし

５．その他
・教室の特徴

グループ学習を行っており、学習者同士や複数のボランティアと教室で交流できる。ガレ
リアかめおかの託児室が利用可（無料、就学前まで、要予約、夜間は不可）。南丹市、京 
丹波町の日本語教室と連携し、ボランティア研修等を開催している。

・教室の課題	
出身国も在留資格も様々で日本語が全く通じない学習者も増え、連絡の取り方や休講など
をきちんと伝えることが大事。ボランティアのスキルアップも行いながら取り組んでいる。

・特記事項（新型コロナウイルス感染症の影響や対応など）
年に 2 ～ 3 回、学習者とボランティアの交流イベントを開催している。新規のボランティ 
アや学習者が増えたら自己紹介や国紹介を行ったり、その他、日本のお祭りなど行事ごと 
を体験してもらうような工夫をしたりして開催。学習者に出席日数 30 回ごとに記念品を 
プレゼントしている。学習者とは LINE で事務局とつながっており、困りごとの相談や休 
講のお知らせ、市からの情報提供など定期的にしている。
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１．日本語支援団体について
・名称：京都「えき」日本語教室
・設立時期 ( 年月日 )：1998 年 5 月
・所在地と連絡先

〒 601-8047　
京都市南区東九条下殿田町 70　京都テルサ東館 3 階　公益財団法人京都国際センター内
HP：http://www.kpic.or.jp/		  メール : main@kpic.or.jp	
電話 : 075-681-2500		  FAX: 075-681-2508 

・構成員数：7 名
・年会費（月会費）：設立当初あり　現在なし
・会報の発行：なし
・事業形態：委託事業　京都府国際センターの委託で実施
・活動方針：京都府の「外国籍府民を支援し、府民との相互理解を育む」の趣旨に沿って、学

習者に初級日本語指導を行うことを目的とする。

２．支援者について
・必要な資格：クラスあるいは小グループの学習者に日本語を教えた経験のある人 ・日本語養

成講座修了者、又は日本語教育能力検定試験合格者が望ましいが、それがなくても
初級指導の経験があれば可。

・支援者数：7 名全員活動（1 名は一期ずつ授業担当のみ無）
		    （秋期以降 1 名退会により 6 名が活動） 
・活動補償：授業に対しての謝金（135 分で 6,000 円）と授業サポートに対しての謝金（135

分で 2,000 円）、交通費の支給あり。

３．学習者について
・受入範囲

年齢的な受け入れ条件は、義務教育年齢は基本的に受け入れない。高校生以上を受け入れ。 
・募集方法

HP、紹介（口コミ）、来館者、チラシ（許可を得た施設に置く）
・受講費用	：受講料　20 回　6,000 円
・年間の受講者数：45 名
・出身国

中国 8、台湾 7、韓国 5, 香港 4、アメリカ 3、フィンランド、ドイツ、エジプト、インド、
ギリシャ各 2, モンゴル、トルクメニスタン、ベラルーシ、スリランカ、ネパール、ベトナム、
フランス、ポーランド各 1

・属性（在留資格）
家族滞在 17、日本人配偶者 6、定住者 4、就労。特定技能　各 3、永住者、永住者の配偶
者、経営管理　各 2、留学、ワーキングビザ各 1、その他 4

≪京都「えき」日本語教室≫
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・学習目的：日本人とのコミュニケーションのため、日本での生活のため、就労のため、日本
文化を知りたい

４．教室について
・開催場所数：1 ヵ所	 ・開講日時：月、木の 10 時 30 分～ 12 時 45 分
・平均人数：3 名～ 10 名 	 ・1 回の時間：135 分【10 分の休憩を含む】
・オンライン教室：あり

コロナウィルスへの対応で、2020 年度に対面レッスンが中止になって以来、オンライン
授業を実施。2023 年度より、クラス 1 対面、クラスⅡオンラインレッスン。

・所定場所外の教室：なし	 ・出張教室：なし

５．その他
・教室の特徴

①体験学習を気象台、消防署、警察署から担当者を招き、各期１回行っている。今年度は
全てオンラインで実施。

②自作のテキストを使用しており、それに沿って 20 回で終了するカリキュラムがある。
③開講数日前に一人一人のインタビューを行い、レベルに応じてクラスを決定。その際に

学習者の日本語学習歴をメインとした「初めのアンケート」を実施、授業の参考とする。
④ 10 回目前後に途中のアンケートを取り、学習者の授業全般に対する要望や問題点を出 

してもらい、その後の授業展開の参考としている。
⑤各期 20 回の授業を３人の支援者で一人６～７回担当しており、次の支援者に伝えるた

めに、授業後に A4 用紙１枚程度の授業記録を作成し、他の担当者２人に送信すること
を毎回実施。

⑥京都府在住の外国人を対象とし受け入れ数に満たない場合のみ滋賀県等の近隣からも受
け入れる。

⑦講師料が発生する。
・教室の課題	

・テキストは実生活に役立つようにという観点で作られているが、内容が多く、また応 用
が利くようにと文法積み上げにもなっていて、135 分で習熟するのは難しく、時間不足
になっている。

・特記事項（新型コロナウイルス感染症の影響や対応など）
活動休止期間：なし
2023 年度は、クラス 1 はセンターで対面、クラスⅡはオンラインでのレッスンを実施。
ゼロ初級もいるクラス 1 は対面でより効果的に、またクラスⅡのオンラインも提示資料も
積み重ねで充実してきており、オンラインレッスンの初めの頃より実施しやすい状況であ
る。オンラインでの宿題チェックなども、復習代わりにチェックできる状況を生み出し、
効果的に進行。オンラインの場合、子どもさんのいる学習者も家からなので、参加しやす
いなどのメリットがあり、出席率も良いが、クラスで理解が難しい学習者のフォローはや
はり対面での方が容易であると感じられる。
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語教室≫

１．日本語支援団体について
・名称：京都市国際交流協会
・教室の設立時期：1989 年 9 月
・所在地と連絡先	

〒 606-8436　京都府京都市左京区粟田口鳥居町 2-1
HP: https://www.kcif.or.jp/web/jp/classes/japaneseclasses/
メール : office@kcif.or.jp 	 電話 : 075-752-3511

・構成員数：なし
・年会費（月会費）：なし
・会報の発行：kokoka ボランティアブログ  http://kokoka-vol.blog.jp/  週１～２回
・事業形態：自主事業
・活動方針：日本語を母語としない人達に対する学習支援活動

２．支援者について
・必要な資格：募集オリエンテーション参加後、授業見学が必要
・支援者数：179 人
・活動補償：ボランティア保険及び諸事務費

３．学習者について
・受入範囲：中学生以上（ただし、日曜日午前 10 時 30 分のクラスのみ小学生以上可）
・募集方法：HP
・受講費用	：200 円 / １回
・登録人数

延べ参加者数：9,843 人
・出身国（できれば人数の多い順に、人数を明記）

データなし
・属性（在留資格）

データなし
・学習目的

データなし

４．教室について
・開催場所数：1 ヶ所
・開講日時：火曜日から日曜日　全 13 クラス／ 1 クラス 90 分
・平均人数：支援者 1 人／学習者 2 人
・1 回の時間：90 分
・オンライン教室：なし　但し、別の事業として「オンライン日本語」を実施
・所定場所外の教室：なし
・出張教室：なし

≪ kokoka 日本語クラス≫
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５．その他
・教室の特徴

学習者は申込不要でいつでも参加できる。 
学習者とチューターの対等な関係「先生」と「生徒」ではない双方向の学びあい。
 学習者同士、学習者とチューター、kokoka 日本語クラスに関わる人々の出会いをつなぐ。

・教室の課題	
チューター希望者や学習者の増加により、クラスのスペースが狭く、場所の確保が課題と 
なっている。また、チューターのスキルアップのための研修会などに対するコーディネー 
トができる人材が少ない。

・特記事項
なし
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１．日本語支援団体について
・名称：京都 YWCA にほんご教室 洛楽
・教室の設立時期：1995 年
・所在地と連絡先	

〒 602-8019　京都府京都市上京区室町通出水上る近衛町 44　京都 YWCA 内
HP:http://kyoto.ywca.or.jp	 メール	 office@kyoto.ywca.or.jp
電話 :075-431-0351	 FAX:075-431-0352

・構成員数：約 170 名（京都 YWCA 全体）
・年会費：6,000 円　或いは 10,000 円（支援者は会員）
・会報の発行：京都 YWCA としては有り・洛楽としては無し
・事業形態：自主事業
・活動方針

多様な背景を持つ人々が互いを受け入れ理解しようとする生き方を大切にする。 背景の 
違いによって排除・分断されない社会、助け合って共に生きていける社会の実現を目指す。 

２．支援者について
・必要な資格

日本語教師養成講座受講もしくは日本語教育能力検定試験合格、登録日本語教員資格取得、
または左記と同様の日本語教育 能力をお持ちの方。教室の見学実施。京都 YWCA の会員
登録必須。

・登録者数：12 人
・活動補償：ボランティア保険加入・交通費実費支給

３．学習者について
・受入範囲：6 ヵ月以上の継続が可能な成人（中・高生、応相談）
・募集方法

リーフレット（日本語、英語、中国語、韓国語、フィリピン語）
HP：公益財団法人 京都 YWCA » 日本語学習（洛楽）

・受講費用	：月 4 回 3.200 円（800 円 / 回）
・年間の受講者数

登録人数：約 70 人
・出身国

中国（22）、アメリカ（12）、韓国（7）、タイ（4）フランス（3）フィリピン（3）、バ ン
グラデシュ（2）、ドイツ（2）、イ ンドネシア、カザフスタン、メキシコ、香港、スリランカ、
ロシア、ブラジル、ネパール、ベトナム、オランダ、スペイン、オーストリア、オースト
ラリア（各 1）

・属性（在留資格）
日本人の配偶者、留学、大学の研究員、特定活動、技能実習、定住者等

≪京都 YWCA にほんご教室 洛楽≫
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・学習目的
日本での生活のため

４．教室について
・開催場所数：1 ヶ所（京都 YWCA 会館）
・開講日時：月～土（9 時～ 18 時）

＊実際のクラス状況は時期により変更の可能性があります。お問合せください。
・平均人数：2 ～ 6 名 
・1 回の時間：90 分　
・オンライン教室：状況により有り
・所定場所外の教室：なし
・出張教室：なし

５．その他
・教室の特徴

保育付クラスを設け、乳幼児がいる学習者にも対応。（保育料 495 円 / １回） 
レベル別少人数で実施している。 
日本語学習以外の面においても細やかに受講生一人、一人の日本での生活に寄り添うこと 
をモットーとしている。

・教室の課題	
コロナの落ち着きと共に新規学習希望者が再び増加してきたためクラスの増設（特に入門
クラス）が必要になってきた。
講師が不足気味なので募集中。
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１．日本語支援団体について
・名称：一般財団法人京都国際文化協会
・設立時期 ( 年月日 )：1978 年 11 月 18 日
・所在地：〒 606-8436 京都市左京区粟田口鳥居町 2-1 京都市国際交流会館 3F 
・連絡先	

電話番号：075-751-8958　　メール：kica2nhng@gmail.com
Web  サイト：https://kicainc.jp 

・構成員数：個人 109 名、法人 25
・年会費：（個人）5,000 円　　（法人）1 口 10,000 円
・会報の発行：年 1 回
・事業形態：自主事業
・活動方針

各学習者の希望・状況に合わせた日本語レッスン

２．支援者について
・必要な資格

当協会主催「基礎から学ぶ実践日本語教育講座」1 期、2 期修了
・支援者数：67 人
・活動補償：500 円／ 1 回（900 円）

３．学習者について
・受入範囲：中学生以上
・募集方法：当協会ホームページ、ちらし、NL
・受講費用	：500 円／ 1 回（900 円）
・年間の受講者数

登録人数：120 人
・出身国

中国・ベトナム・フランス・台湾・アメリカ・タイ・イラン・韓国 スイス・ロシア・イギリス・
イタリア・インド・インドネシア・ケニア シンガポール・ドイツ・日本・パキスタン・フィ
リピン・ブラジル・ポーランド・香港・マレーシア・南アフリカ・モンゴル・ルーマニア・
ウクライナ・マケドニア・ミャンマー・ネパール

・属性（在留資格）
留学生、研究者、経営者・会社員等とその家族、旅行者

・学習目的
留学生、研究者、経営者・会社員等とその家族、旅行者

≪京都国際文化協会（KICA）≫
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４．教室について
・開催場所数：数 ヶ 所
・開講日時：京都市国際交流会館内の場合は、月曜日以外 ( 月曜休館 )

 京都市国際交流会館の外は、いつでも可
・平均人数：1 ～ 4 人 / 日 
・1 回の時間：90 分
・オンライン教室：あり　
・所定場所外の教室：学習者と支援者双方の都合のいい場所
・出張教室：要請企業

５．その他
・教室の特徴

学習者のレベル・目的に沿ったレッスン。 
学習者と支援者の話し合いで、いつでも内容・日程・場所変更可

・教室の課題	 なし
・特記事項

活動休止期間 : 年末年始
開講時は手指消毒、マスク着用、換気等感染の基本的対策の実施を継続中。 
対面・オンライン授業形態は、学習者の希望に合わせて個別に判断して対応。
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１．日本語支援団体について
・名称：にほんご空間・京都
・設立時期 ( 年月日 )：1995 年
・団体の所在地と連絡先

〒 600-8448　京都市下京区藪下町 24　ロイヤルテラス佳欧留１階
HP:　http://j-space.sakura.ne.jp/22/ 	 メール :  jskkyoto@yahoo.co.jp
電話 : なし			   FAX: なし

・構成員数：9 人
・年会費（月会費）：なし
・会報の発行：なし
・事業形態：自主事業
・活動方針

『日本語から広がる国際交流をめざします』をキャッチフレーズに、活動に関わる日本語
教師・学習者が切磋琢磨し活き活きと活動できる場所にすることで、個々人と組織の成長、
社会への貢献を目指しています。

２．支援者について
・必要な資格

日本語教育に関する基礎知識を有する方で、責任を持って授業やクラス運営を行い、団体
の運営に積極的に関わってくださる方。随時募集。面接あり。

・支援者数：9 人
・活動補償：状況に応じて実費交通費を支給

３．学習者について
・受入範囲：主に成人　高校生以下は要相談
・募集方法：HP、クチコミ、チラシ
・受講費用	

１レッスン（90 分）2,000 円　　４回分 6,000 円、７回分 10,000 円のチケットあり
・年間の受講者数

登録人数 34 人　延べ人数 663 人
・出身国

18 カ国、アメリカ 7 人、フランス 5 人、イタリア ３人、イギリス 3 人、その他の国 各
１人～ 2 人

・属性（在留資格）
ビジネス 32％、日本人の配偶者 26％、学生 1％、その他・不明 13％

・学習目的
就労や結婚のために日本に居住されている方（海外在住の方も数名あり）が、生活するた 
めに学習されていることが多いです。

≪にほんご空間・京都≫
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４．教室について
・開催場所数：1 ヵ所
・開講日時：月・火・木・金・土曜日（2024 年 4 月現在））

授業時間、授業形式（対面、オンライン、ハイブリッド）は HP などでご確認ください。
・平均人数：2.4 人 / 回 
・1 回の時間：90 分　
・オンライン教室：あり、一部ハイブリット授業が可能
・所定場所外の教室：なし
・出張教室：なし　企業向け出張レッスンは応相談

５．その他
・教室の特徴

経験や知識の豊富な日本語教師が、入門・初級・初中級・中級・上級・日本語能力試験対 
策クラスなど、学習者の様々なニーズに応じたクラスを運営することで、学習者の学習意 
欲も高く長期にわたって受講する方や、複数のクラスを受講する方もすくなくありません。 
また、帰国されてもオンラインで参加する人が増えてきました。教師間の情報交換も密に
なされており常にレベルアップを目指しています。

・教室の課題 : なし

・特記事項 : なし
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１．日本語支援団体について
・名称：京都市伏見青少年活動センター　「にほんご教室」
・設立時期 ( 年月日 )：1998 年開始
・団体の所在地と連絡先	

〒 612-8062 京都市伏見区鷹匠町 39-2　伏見区総合庁舎 4F
HP: http://ys-kyoto.org/fushimi/	 メール : fushimi@ys-kyoto.org
電話 :075-611-4910 		  FAX: 075-604-4910

・構成員数：公共施設（青少年施設）のため会員制度なし
・年会費（月会費）：なし
・会報の発行：なし
・事業形態：主催事業
・活動方針

海外にルーツをもつ人への日本語指導や交流活動を通じて、ボランティアの国際理解と多
文化共生の意識を育むとともに、海外ルーツをもつ若者が豊かな生活を送れること。

２．支援者について
・必要な資格

資格不要。
・支援者数：登録者数 24 名、延べ 251 名
・活動補償：ボランティア保険に加入

３．学習者について
・受入範囲：年齢制限なし
・募集方法：HP、市民しんぶん
・受講費用	：1 回 200 円
・年間の受講者数

登録者数 12 名、延べ 216 名
・出身国

中国（4 名）、香港（4 名）、ベトナム（3 名）、アメリカ（1 名）
・属性（在留資格）

留学、日本人の配偶者、家族の仕事、就労、技能実習生など
・学習目的

日本語能力試験対策、日常会話

≪京都市伏見青少年活動センター「にほんご教室」≫
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４．教室について
・開催場所数：1 ヶ所
・開講日時：土曜日　10:00 ～ 11:30　（月 3 回開催）
・平均人数：平均 1 ～ 2 名程度（基本一対一で対応） 
・1 回の時間：1 時間 30 分　
・オンライン教室 : なし
・所定場所外の教室：なし
・出張教室：なし

５．その他
・教室の特徴

・学習者に年齢制限はないが、若者支援を行う団体が運営するにほんご教室ということで、
支援者（ボランティア）に年齢制限（18 歳～ 30 歳）を設けている。支援者の構成が比
較的若い（18 歳～ 30 歳）所に特徴がある。

・学習者の日本語能力の向上だけでなく、日本語指導や交流活動を通じて育まれる支援者
の成長も活動の目標としている。

・教室の課題	
・ボランティア、学習者双方において、登録はしているが毎回出席しない者が一定数おり（ボ

ランティアは実習や就職活動、学習者は仕事など）、安易に新規学習者を受け入れしにく
い状況がある。そのため待機者が現在多数おり、解消には至らなかった。

・特記事項
・2023 年度は学習者とボランティアの合同交流会を 1 回実施した。「普段（担当していな
いため）関わりがあまりない人と交流できてよかった」「普段の教室では見られない学習
者同士の関りやチームワークを高めることができた」など、満足度はとても高かった。
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１．日本語支援団体について
・名称：京都ユネスコ協会
・教室の設立時期：2021 年 9 月
・所在地と連絡先	

京都市南区東九条東山王町 27
HP: https://kyoto-unesco.jp 	 メール : kyoto@unesco.or.jp
電話 : 075-632-9925 	 FAX: 075-632-9925

・構成員数：約 100 名
・年会費（月会費）：年会費 5,000 円（普通会員）
・会報の発行：年４回
・事業形態：自主事業
・活動方針：世界平和・多文化共生

２．支援者について
・必要な資格：なし
・支援者数：登録人数：6 名
・活動補償：なし

３．学習者について
・受入範囲：無制限
・募集方法：HP、京都日本語マップ
・受講費用	：毎回 100 円
・年間の受講者数

登録人数：5 名・延べ人数 :100 名
・出身国

インドネシア・フィリピン・シンガポール・イギリス・カナダ
・属性（在留資格）

留学
・学習目的

日常会話

４．教室について
・開催場所数：1 ヶ所
・開講日時：月 2 回 ( 第２・第４土曜日 )、13:30 ～ 15:00
・平均人数：3 名 
・1 回の時間：90 分　
・オンライン教室：なし
・所定場所外の教室：なし
・出張教室：なし

≪京都ユネスコ日本語教室≫
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５．その他
・教室の特徴

日本語教室を多文化共生活動の一環として捉えている
・教室の課題	

生徒数の確保・内容の充実
・特記事項

なし
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１．日本語支援団体について
・名称：京都向島日本語教室
・教室の設立時期：2019 年
・所在地と連絡先	

所在地：〒 612-8131 伏見区向島丸町 4-7 市営住宅 8 ‐ 3-116　藤の木セカンドハウス
HP：https://kyo-mukaijima.com/　	メール （代表者メール：s-seiko@po.kbu.ac.jp）
電話：080-5300-6364	 FAX:	

・構成員数：3 名
・年会費（月会費）：なし
・会報の発行：なし
・事業形態：自主事業・委託事業
・活動方針：

地域の外国籍住民が楽しく生き生きと暮らしていけるまちづくり
そのための外国籍住民への日本語指導と地域住民のやさしい日本語での多文化交流の促進

２．支援者について
・必要な資格：京都文教大学日本文化日本語教師用例プログラム履修生と本プログラム修了生
・支援者数 7 名　登録人数：7 名（春秋学期中のみ　15 名）
・活動補償：なし（支援者が京都文教大学学生であり課外活動の位置づけであるため）

３．学習者について
・受入範囲：小学生～成人（中高生も可だが現在参加なし）
・募集方法：HP、クチコミ

（現在、受講生が定員を超えているため、チラシなどでの募集はしていない）
・受講費用	：無料
・年間の受講者数

通年 25 名、春秋学期中 ( 留学生 )30 名
・出身国

ベトナム、ペルー、ウガンダ、中国、ブラジル
・属性（在留資格）

就労 13 名、定住者 5 名、特定活動（大学教員）1 名、家族滞在（子ども）6 名　（通年）
留学生 30 名 ( 春秋学期中のみ）

・学習目的
日常生活の日本語会話、職場・大学での日本語会話、小学校の授業理解、日本語検定の受
験

≪京都向島日本語教室≫
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４．教室について
・開催場所数：2 ヶ所（ただし 2024 年 4 月からは京都文教大学の 1 ヵ所）
・開講日時：

火曜日　18:00 ～ 19:30
水曜日　18:00 ～ 19:30（2024 年 4 月以降、水曜日は休止となる）
金曜日　18:00 ～ 20:00

・平均人数：2 名 
・1 回の時間：1 時間　
・オンライン教室：有（3 名）
・所定場所外の教室：なし
・出張教室：なし

５．その他
・教室の特徴

１．大学の日本語教師養成プログラムを履修中もしくは修了した大学生の課外活動として
実施しており、学習者だけでなく支援者にとっても重要な学びの場として位置づけられ
ていること

２．対象者の特性が異なる 3 つのクラスを実施していること・・・京都向島地域に暮らす
外国籍市民を対象としたクラス、向島学生センターに居住する留学生を対象としたクラ
ス、あしなが育英会ウガンダ事務所職員を対象としたクラス

・教室の課題	
・支援者数確保の不安定性・・・支援者が学生のため 4 回生になると就職活動で参加が難

しくなり、また卒業によって支援が終了してしまう。
・学習希望者の数が増加し、対応できる教室の場所と支援者の確保が難しくなってきてい

る。
・特記事項（新型コロナウイルス感染症の影響や対応など）

新型コロナウィルスの感染拡大に対する対応は、大学の方針に従わなくてはならず、長期
にわたり活動を休止せざるを得なかった。
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１．日本語支援団体について
・名称：日本語クラス長岡京
・設立時期 ( 年月日 )：2015 年
・団体の所在地と連絡先	

HP: なし	 メール : nihongonagaoka@gmail.com
電話 : なし	 FAX: なし

・構成員数：17 名
・年会費（月会費）：入会時のみ登録料 1,000 円
・会報の発行：なし
・事業形態：

自主事業
・個人レッスンでは 個人の要望に合わせてレッスン
・長岡京市公民館の市民企画講座に「にほん GO ちょっと」で日本語講座を、「ワールド

クラブ長岡京」で学習者、市民との交流の場を企画し、年に各 4 回開催
・活動方針

・公民館の自主企画講座では、教室の形で普段 共にほぼ相接することの少ない一般市民
と外国人との交流も目指している

２．支援者について
・必要な資格：

ボランティア希望者と面談するが、特に資格は設けていない
( 初心者には日本語教育講座などの紹介をしている )

・支援者数：登録 17 名　活動 12 名
・活動補償：なし

３．学習者について
・受入範囲

特に制限を設けていない
・募集方法：チラシ、長岡京市市民サポートセンターのホームページなど
・受講費用	：登録料 1,000 円　　レッスン料 500 円 /90 分
・年間の受講者数

学習者 20 名
・出身国

中国 4 名、インド 2 名、フィリピン、タイ、ベトナム、ネパール、台湾、メキシコ、パナマ、
フランス各 1 名

・属性（在留資格）
就労 4 名、技能実習 1 名、日本人の配偶者 ４名、家族滞在 4 名　など

≪日本語クラス長岡京≫
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・学習目的
学習者のニーズに応じて対応 ( 日本語能力試験、生活に必要な日本語 etc.)

４．教室について
・開催場所数：

主に市民活動サポートセンターのスペース＋個別対応（学習者、ボランティアの自宅）
社会福祉協議会の会議室でミーティング

・開講日時：個別対応
・平均人数：１対１の個別対応 
・1 回の時間：90 分　
・オンライン教室：個別対応
・所定場所外の教室：所定場所なし
・出張教室：なし

５．その他
・教室の特徴

個人レッスンとグループ活動として学習者と市民との交流を図る公民館の市民企画講座に 
参画している

・教室の課題
活動拠点のないこと
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１．日本語支援団体について
・名称：宇治日本語教室
・教室の設立時期：1994 年
・所在地と連絡先

住所 : なし
HP: なし	 メール : uji.jp94@gmail.com
電話 : 0774-33-1901

・構成員数：22 名
・年会費（月会費）：なし
・会報の発行：なし
・事業形態：自主事業
・活動方針

宇治市及び京都市に在住、或いは、在学・在勤している外国人に対して、日本語学習を通
して国際交流を図り、外国人の日本での滞在を有意義かつ楽しくするために行う。

２．支援者について
・必要な資格：

特になし。新しく入会をする支援者は、3 か月（12 回）の授業見学及び勉強会に参加する。
（但し、420 時間等の資格を持っている人は、これに準じない）　

・支援者数：22 名
・活動補償：ボランティア保険加入

３．学習者について
・受入範囲：原則、宇治市及び京都市に在住・在学・在勤している方。（その他　要相談）
・募集方法：クチコミ
・受講費用	：

宇治市立東宇治地域福祉センター　250 円 / 月（2 回）
その他　　　　　　　　　　　　　500 円 / 月（4 回）

・年間の受講者数
80 人（2024 年 3 月末現在）
39 人（2023 年度中に退会した人）

・出身国
中国（33 人）　インドネシア（7 人）　エジプト・メキシコ（各 4 人）台湾・USA（各 3 人）
ベトナム・バングラデシュ・ウズベキスタン・パキスタン・マリ・ブラジル・韓国（各 2 人）
タイ・マレーシア・モンゴル・フランス・シンガポール・ネパール・スーダン・アルジェ
リア・ジンバブエ・キューバ・ベリーズ・カメルーン（各 1 人）

≪宇治日本語教室≫
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・属性（在留資格）
留学生（17 人） 院生（16 人）　助教授・講師（7 人） 研究員（5 人） 研究生（4 人） ポスド
ク（１人）
エンジニア（1 人）  家族滞在（11 人）  日本人の配偶者（3 人）  外国人の配偶者（8 人） 教
員（１人）  ビジネスマン（2 人）  エンジニア（1 人）  ALT（1 人） 会社経営者（１人） 技能
実習生（１人）

・学習目的
日常会話能力向上

４．教室について
・開催場所数：1 ヵ所（東宇治地域福祉センター）＋各支援者の自宅
・開講日時：各週水曜日 10:00 ～ 12:00 と学習者と相談
・平均人数：1 〜 4 人
・1 回の時間：60 分　
・オンライン教室：あり
・所定場所外の教室：なし
・出張教室：サークルからの依頼出張

５．その他
・教室の特徴

・スタッフは、毎週金曜日 8：50 ～ 9：50 のオンラインミーティング参加
・スタッフは、教室内での係の担当あり
・スタッフのコミュニティと記録手段として、LINEWORKS とお茶っ人を使用
・学習者の希望に応じ、検定試験の受験対策に、対応できる場合もあり
・イベントや研修会あり

・教室の課題	
対面で就労者の支援ができない 

・特記事項
なし
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１．日本語支援団体について
・名称：スピークサロン（日本語の学習会）
・設立時期：1999 年 9 月
・所在地	

〒 611-0021 京都府宇治市宇治琵琶 45 宇治市総合福祉会館
・連絡先	

団体の SNS：https://www.facebook.com/speak.salon.uji/
メール：tsurara0325midori1227@gmail.com
電話：070-1731-7077（柿

かきのき

木みどり）	 FAX：なし
・構成員数：36 名 ( 支援者 18 名、学習者 18 名 ) 
・年会費（月会費）：支援者無し、学習者 2,000 円
・会報の発行：なし
・事業形態：自主事業
・活動方針

在住外国人の日本語習得を支援し、彼らが地域社会においてより有意義でかつ質の高い生 
活を 営めるようサポートする事を目的として活動している。支援者は彼らとの交流を通 
して国際理解を深め、また研修会への参加や団体内での自主研修などを通して日本語支援 
の質を高める事 を目指している。 日本語の支援のみならず、学習者の日本での生活を楽
しく豊かで意義深いものにするように、彼ら自身が主役となるような交流事業を年に数回
実施。

２．支援者について
・必要な資格：

養成講座終了者でなくても支援活動に参加できる。 関心がある支援者は様々な養成講座
を受けて、自分の支援活動を磨く。 ( 教室の活動を見学後、支援者の横について数回ほど
授業の見学と実習活動を行う。その後、時期をみて担当者を決定し、一人で教えるように
なる。) 

・支援者数：18 名
・活動補償

無償ボランティア。京都にほんご Rings が案内する会議への参加者に、交通費を支給。そ
の他ボランティア保険に加入。

３．学習者について
・受入範囲：小・中学生の受け入れは行っていない。
・募集方法：クチコミ、京都にほんご Rings の HP、当団体の facebook、
	 宇治市国際交流協会からの紹介等 
・受講費用	：年会費 2,000 円（分割払い可）( 塾保険に加入 )
・年間の受講者数

登録人数 : 18 名 (2024 年 3 月末現在 )、延べ参加者数 約 532 名

≪スピークサロン≫
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・出身国
カンボジア (4 名 )、中国 (3 名 )、インドネシア (2 名 )、フィリピン (2 名 )、ベトナム (1 名 )、
イギリス (1 名 )、韓国 (1 名 )、スリランカ (1 名 )、パキスタン (1 名 )、カナダ (1 名 )、オー
ストラリア (1 名 )  

・属性（在留資格）
特定技能 (7 名 )、AET(3 名 )、留学 (3 名 )、家族滞在 (2 名 )、永住 (1 名 )、エンジニア (1 名 )、
技能実習 (1 名 )

・学習目的
日本語能力試験対策、生活に必要な日本語の習得の為等

４．教室について
・開催場所数：1 ヶ所
・開講日時：木曜日 18:30 ～ 20:00
・平均人数：1 対 1 または 1 対 2~3　
・1 回の時間：90 分 	
・オンライン教室：なし
・所定場所外の教室：なし	
・出張教室：なし

５．その他
・教室の特徴

* 基本的にマンツーマンで行う。 ( 同レベルの学習者 2~3 名に対して 1 名の支援者が担当
する事もある ) 

* 半年に 1 回、担当替えを行う。
* 運営の為の役割分担は 1 人 1 役で全員が担当。年 4 回のイベントにおいても全員活動の

形をとっている。
* 使用テキストを「みんなの日本語」に統一する事により、引継ぎがスムーズに行える。

・教室の課題	
支援者の日本語教育力向上目的の学習会の開催。
支援者の確保。

・特記事項
* 通常の日本語教室以外に、年 2 回交流を旨とするイベント (7 月にティーパーティー、

12 月に年末交流会 ) を実施。 
* 教室活動において、支援者の共通理解の為、月に 1 回学習後に 1 時間程度のミーティン

グを行う。
 * また、年に 1 回、学習会を休止し、総会を行う。( 旧年度の総括、会計報告、新年度の

活動の確認、役割分担の協議等 )
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１．日本語支援団体について
・名称：朋友館
・設立時期 ( 年月日 )：1996 年
・所在地と連絡先	

宇治市大久保町山ノ内３
SNS: なし	 メール : なし
電話：0774-39-9281( 教室）、0774-44-0737（西澤）

・構成員数：10 名（2024 年 3 月現在）
・年会費（月会費）：なし
・会報の発行：なし
・事業形態：民間ボランティア（宇治市国際交流協会の委託）
・活動方針

宇治市及びその周辺地域に居住或いは活動している中国帰国者家族を支援する。また、共
に地域で生活し関係を共有する方々も一緒に日本語を学びそれぞれのニーズに応えてい
く。

２．支援者について
・必要な資格：特になし
・支援者数：登録：9 名　　支援者数：6 名
・活動補償：交通費程度の手当て支給、ボランティア保険

３．学習者について
・受入範囲：その時の状況により受け入れる（小学生、中学生、高校生の受け入れもする）
・募集方法：クチコミ
・受講費用	：無料
・年間の受講者数

登録人数：	 延べ参加者数：年間 320 人
・出身国：中国（その他の国）

今までは中国帰国者・その家族・親戚・関係者・地域の方々以外の学習者については教室
の都合上受け入れをお断りしていたが、地域の小学校からの依頼があり現在ベトナムの小
学 1 年生を家族同伴で受け入れている。大人の学習者に関してもクラスの状況をみて受け
入れることも考えている。

・属性（在留資格）：永住（学生、日本人の配偶者、会社員）
これからは受け入れの範囲を広げようと思っている。"

・学習目的：日本語の運用

≪朋友館≫
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４．教室について
・開催場所数：1 ヶ所
・開講日時：火曜日、金曜日、19:00 ～ 21:00
・1 回の教室における学習者の平均人数：7 ～ 8 人　
・1 回の時間：120 分 
・オンライン教室：支援者の好意で個人的に行っている
・所定場所外の教室：なし
・出張教室：なし

５．その他
・教室の特徴

・中国籍の方々が学んでいる教室
・現在は地域の公的機関（小学校）の要請に応えて他の国（ベトナム）の方も学んでいる。

・教室の課題	
これからの外国人の入国状況と帰国者家族がどのように関わって行くのかをよく考えて教
室運営を行っていかなければならないと考えます。
支援者が不足しているので学習者の受け入れが速やかに出来ないのが現状です。
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１．日本語支援団体について
・名称：久御山日本語教室
・設立時期：2018 年 4 月
・所在地と連絡先	

久御山町ふれあい交流館ゆうホール
facebook: https://www.facebook.com/groups/105199180325226	
メール : asakuratakao1951@gmail.com	 電話 : 0774-43-4449

・構成員数：ボランティア 23 名　学習者 37 名
・年会費（月会費）：500 円 / 半年
・会報の発行：FB で不定期に都度発信
・事業形態：自主事業
・活動方針

外国籍住民を支援し、相互理解を育むため、学習者に日本語指導を行う

２．支援者について
・必要な資格：特に求めていない（やる気のある人は誰でも歓迎）
・支援者数：登録 23 名　活動 21 名
・活動補償：ボランティア保険

３．学習者について
・受入範囲：年齢制限は設けていないが、今のところ未成年者はいない
・募集方法：チラシ、クチコミ
・受講費用	：無料、年会費 500 円 / 半期
・年間の受講者数

63 人　のべ人数：724 人 (2024 年 4 月現在）
・出身国

ベトナム、中国、アルゼンチン、タイ、フィリピン、ミャンマー、バングラデシュ、イギ
リス、オーストラリア

・属性（在留資格）
技能実習生、特定技能、エンジニア、日本人の配偶者、留学生、AET

・学習目的
日本語能力検定試験、日本での生活のため、帰国後に日本語を活かして少しでも給与の高
い仕事につくため

４．教室について
・開催場所数：1 ヶ所
・開講日時：毎週水曜日	 18:45 ～ 20:15 

≪久御山日本語教室≫
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・平均人数（支援者 1 人に対する学習者数）：１～４人　平均 2 人　
・1 回の時間：1 時間半 
・オンライン教室（有 / 無）：公式にはない。支援者の個別対応はある。
・所定場所外の教室：なし
・出張教室：なし

５．その他
・教室の特徴

学習者のレベルに合わせた班分け。初級コース、中上級コース、検定試験向けコースがあり、 
学習者の目的に応じた勉強を支援しています。

・教室の課題	
支援者確保。日本語支援ボランティア養成講座の実施。限られた人数の日本語支援者で多
数の学習者の日本語レベル、目的に対応できるように班分けの効率化を図っています。

・特記事項
今年は特にありません。
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１．日本語支援団体について
・名称：八幡市にほんご教室「世界はテマン」
・設立時期 ( 年月日 )：1996 年 2 月 1 日
・所在地：事務所等はなし。２つの公民館を利用。
・連絡先	

メール：adamitsu@iris.eonet.ne.jp	 電話：075-981-8670、	
Fax:075-981-8670	 Web サイト：なし

・構成員数：支援者 42 名、学習者 46 名（2024 年 3 月 31 日現在）
・年会費（月会費）：入会金 1,000 円（年会費・月会費はなし）
・会報の発行：

2 年に一度、活動報告や学習者の作文等掲載する『文集』（A4 横版、80 頁）を発行
・事業形態：民間のボランティア（自主事業）
・活動方針

日本で生活する外国人が自立した生活を送れるよう日本語の学習支援をする 

２．支援者について
・必要な資格：なし
・支援者数：42 名
・活動補償：講習・研修会等での参加費・交通費、ボランティア保険料

３．学習者について
・受入範囲：国籍、年齢等は問わない。
・募集方法：市の外国人関係部署のラックや公民館等の関係先に「案内チラシ」を配布 、京都

にほんご Rings の HP、口コミ
・受講費用	：なし
・年間の受講者数

登録人数：約 70 ～ 80 名
・出身国

ベトナム、インドネシア、パキスタン、中国、カンボジア、フィリピンほか 
・属性（在留資格）

技能実習生、就労、在住外国人の配偶者など
・学習目的

日常会話の習得、日本語能力試験の受験準備、仕事上での必要会話の習得および地域との
交流活動

≪八幡市にほんご教室「世界はテマン」≫
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４．教室について
・開催場所数：2 ヵ所（5 教室）
・開講日時：

・火曜日＝ 14:00 ～ 16:00 と 19:00 ～ 21:00（男山公民館）
・木曜日＝ 19:00 ～ 21:00（男山公民館）、19:30 ～ 21:30（志水公民館）
・土曜日＝ 13:30 ～ 15:30（男山公民館）

・平均人数：基本は１対１　
・1 回の時間：120 分 
・オンライン教室：未実施
・所定場所外の教室：なし
・出張教室：なし

５．その他
・教室の特徴

夜教室は技能実習生が多く、昼教室は外国人主婦等が多い。　　
日本語学習のほか、地域との交流活動や支援者、学習者同士の交流行事を実施。

・教室の課題	
支援者が高齢化しており退会者もあり、学習者と支援者とのマッチングや補充。

・特記事項（新型コロナウイルス感染症の影響や対応など）
・2024 年度はバス旅行や日本語スピーチ発表会、バーベキュー、新年会、芋掘りなどの

交流活動も実施。
・市の支援を得て、Rings 研修チームの協力で「スキルアップ講座」を 3 回実施しました。
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１．日本語支援団体について
・名称：日本語支援ボランティア団体「夢気球」
・教室の設立時期：2011 年 9 月 10 日
・所在地と連絡先	

〒 610-0121　京都府城陽市寺田西ノ口 7-4　西邦ビル 2 階
URL：http://www.jiea.jp		  メール：inquiry@jiea.jp
電話：0774-57-0713		  FAX：0774-57-0714		

・構成員数：2023 度末現在の人数 79 名（城陽市国際交流協会（JIEA）のスタッフ 3 名を含む）
・年会費（月会費）：なし
・会報の発行：

・新聞形式で紙ベースの会報「夢気球だより」は現在休刊中。
・運営委員会の様子やスキルアップ講座などの案内は都度メールで配信（年間 20 回程度

実施）。
・事業形態：自主事業
・活動方針

学習者のニーズに沿った日本語教室になるように柔軟に対応する。 
例えば、学習回数を増やしたいという要望があれば、週に 3 回まで増やすことができる（特
別な事情がある場合は、週に５回まで対応）。

２．支援者について
・必要な資格（下記のいずれか）

日本語支援の経験がある。
所定の日本語支援ボランティア養成講座を修了した。
上記の養成講座修了と同等以上の実力があると認められる。

・支援者数：40  名（実際に支援した人の数）
・活動補償

・支援者のテキスト代と交通費は支援者が負担。 
・教材などのコピー費、報告書、アンケートなどに係る通信費、 ボランティア保険などの

加入費は JIEA が負担。
・教室を開く場所は、JIEA、ぱれっと JOYO からそれぞれ無償で提供を受けている（ぱれっ

と JOYO は日曜日午前のみ無償）。

３．学習者について
・受入範囲

教室に来ることができれば小学生でも受け入れる（ただし、小学生の例は少ない）。 日本
語能力検定を目的とした教室は開設しないが、通常の教室へは受け入れる（受験への配慮
はするとしても、試験に合格するかどうかは学習者の努力次第）。

・募集方法： JIEA の HP のほか、クチコミ。（学習者が友人に紹介するケースが多い）

城陽市国際交流協会　≪夢気球≫
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・受講費用 ：  ・日本語教室は無料である。・学習者は JIEA の年会費として 3,000 円が必要。
・年間の受講者数：68 名
・出身国： 

ベトナム（22）、アメリカ（14）、中国（8）、タイ（3）、カンボジア（3）、ネパール（3）、
インド（2）、フィリピン（2）、
日本、韓国、香港、イラン、スリランカ、ドイツ、トルコ、パキスタン、メキシコ、ロシア、
南アフリカ（各 1）

・属性（在留資格）： 
就労（22）、技能実習生（12）、家族滞在（12）、日本人配偶者（7）、永住者（5）、特定技能（4）、
留学生（3）、短期滞在（2）、日本国籍（1）

・学習目的：生活一般（仕事、子育て）、日本語力の向上、日本語能力検定、高校進学など

４．教室について
・開催場所数：主に２ヵ所（JIEA、ぱれっと JOYO）
・開講日時：

・JIEA では、月、火、水、木、金の午前と午後。
（曜日によっては夕方の時間帯に教室を開くこともある。）

・ぱれっと JOYO では、日曜日の午前。
（ほかの曜日時間でも可能だが、室料などの費用が発生する。）

・平均人数：支援者 1 人に対して学習者 1 人のケースが最も多。支援者 1 人に対して学習者 2
～ 3 人のケースもあるがその例は少ない。 　

・1 回の時間：90 分 
・オンライン教室：あり
・所定場所外の教室：あり

例えば病院、ショッピング、リクレーションなどに出かけて実際的な日本語を勉強するこ
とがある（課外授業と呼び、事前の届出が必要。→ボランティア保険の適用あり）。

・出張教室：なし
・他の場所（企業や学校など）に出かけて行って日本語教室を開くことはしない。
・企業からの委託による日本語教室を開くこともしない。

５．その他
・教室の特徴

・基本的な受け入れ体制として、土曜日を除く毎日、日本語教室を開くことができる。
・学習希望者の要望次第で、週 3 回まで授業を提供できる（更に事情によっては、毎日学

習できるようにも配慮する）。 
・教室の課題 

・将来的な学習者の増加を予想し、日本語支援ボランティア養成講座を開くのだが、近年
は応募者が徐々に減少しているように感じる。

・特記事項など なし
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１．日本語支援団体について
・名称　京田辺国際ふれあいネット
・設立時期

1997 年
・団体の所在地と連絡先	

〒 610-0331 京田辺市田辺丸山 214　京田辺市中央公民館
電話：0774-62-2552	 FAX: 0774-62-2519
HP: なし	 メール : kyotanabekokusainet@gmail.com　

・構成員数：支援者 :52 人
・年会費（月会費）：なし
・会報の発行：なし
・事業形態：委託事業
・活動方針

市内在住の外国にルーツを持つ方への日本語教育支援を中心に学習者との国際交流を図
る。

２．支援者について
・必要な資格：特になし、日本語教育の講習会を独自に実施。
・支援者数：登録 :52 名　活動は 30 名程度
・活動補償

活動に対する補償費はなし。京田辺市から支給される謝金は、運営費、教材購入、国際交
流に必要な経費に充てる。

３．学習者について
・受入範囲：高校生以上
・募集方法：Rings ホームページ、京田辺市のホームページ、チラシ、クチコミ
・受講費用	：無料
・年間の受講者数：登録人数：31 名
・出身国

中国：6 人、アメリカ：3 人、インドネシア :3 人、タイ：3 人、フランス：2 人、ギリシャ：
2 人、 イスラエル：2 人、パキスタン：2 人，イギリス・マレーシア・カナダ・フィリピン・
ベトナム・シンガポール・ニュージーランド・カンボジア : 各１人（計 31 人）

・属性（在留資格）
日本人配偶者及びその家族：4 人、留学生：2 人、研修生、技術実習生：7 人、ビジネス
関係者及びその家族：18 人

・学習目的
生活向上、資格取得、仕事上必要がほとんどです。

≪京田辺国際ふれあいネット≫
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４．教室について
・開催場所数：1 ヵ所
・開講日時：毎火曜日　朝、夜
・平均人数：原則１対１　朝：10 人、夜 10 人　
・1 回の時間：朝 :2 時間（10:00 ～ 12:00）、夜：1.5 時間（19:00 ～ 20:30）
・オンライン教室：あり
・所定場所外の教室：なし
・出張教室：原則なし

５．その他
・当教室の特徴

京田辺市が教室主催、ふれあいネットは支援者派遣と国際交流､ 実質運営をしている。
・教室の課題

高齢化、日本語教育以外の防災、外国にルーツを持つ方等への支援体制への対応
・特記事項など（新型コロナウイルス感染症の影響や対応など）

オンライン（リモート）で支援する人が継続している（支援者 3 人、学習者 5 人）
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１．日本語支援団体について
・名称：せいかグローバルネット日本語教室
・設立時期 ( 年月日 )：2001 年 7 月
・所在地と連絡先	

HP: http://seikaglobalnet.wix..com/japanese（せいかグローバルネット）
メール : 	sgn-nhg-kst@googlegroups.com（せいかグローバルネット日本語教室）
	 seikaglobalnet@gmail.com（せいかグローバルネット事務局）

・構成員数：23 名
・年会費（月会費）：年会費 2,000 円
・会報の発行：

毎月、SGN ニュースとして発行される会報に日本語教室の記事を掲載
・事業形態：精華町との共催事業
・活動方針

一対一の個別授業の形式で、学習者の学習目的やニーズに応じたきめ細かな指導を心掛け 
ている。

２．支援者について
・必要な資格：資格は特に必要としない
・支援者数：登録者数 23 名、活動者数 21 名
・活動補償

交通費を支給（1 回につき 100 円）、ボランティア保険に加入

３．学習者について
・受入範囲：高校生以下は受け入れていない。
・募集方法：HP、チラシ、ポスター、クチコミなど
・受講費用	：

6 ヶ月ごとに 1,000 円を徴収。
（途中入会者は 3 ヶ月以内ならば 500 円、それを超える場合は 1,000 円を徴収）

・年間の受講者数
登録人数 43 名、延べ人数 658 名

・出身国
アメリカ 9、フィリピン 4、インド 4、中国 4、スリランカ 3、コロンビア 2、メキシコ 2、
フランス 2、 
ニュージーランド・ノルウェー・ペルー・バングラデシュ・ドイツ・カナダ・スペイン・オー
ストラリア・イスラエル・台湾・インドネシア・ベトナム・ブラジル 各 1

≪せいかグローバルネット日本語教室≫
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・属性（在留資格）
研究者 8、インターンシップ 6、主婦 5、会社員 4、ALT 3、技能実習生 3、配管工 3、エ
ンジニア 3、大学教員 2、大学生 2、国際交流員 2、介護士 1、アルバイト 1

・学習目的
日本語能力検定試験を受験、日常生活に必要な日本語の取得など

４．教室について
・開催場所数：1 ヵ所
・開講日時：火曜日、19 時 ～ 20 時 45 分
・平均人数：原則 1 人　
・1 回の時間：1 時間 45 分 
・オンライン教室：なし。ただし、希望に応じて個別に対応することは可能。
・所定場所外の教室：あり
・出張教室：なし

５．その他
・教室の特徴

・楽しく、和やかな雰囲気の中で、学習者・支援者ともに学び合っている。
・日本語教育だけでなく、料理教室、盆踊り、新年会などの行事を通じて、日本の文化を

学習者が体験し、楽しむ機会を提供している。
・教室の課題	

・最近、新規支援者が増加しているが、教室運営の中核となる支援者は依然として同じメ
ンバーであり、かつ高齢化している。

・学習の多様性に対応するために ICT の活用は必須であるが、ICT スキルを持った支援者
が少ない。

・特記事項
・2023 年度は当初から対面授業、行事等をコロナ禍前に戻して活動を実施した。また、

日本語教室の持続可能性を考慮して、誰もが教室運営に参加できるようにマニュアル作
成に努めた。
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１．日本語支援団体について
・名称：木津川市国際交流協会　きづがわ日本語教室
・教室の設立時期：2009 年
・所在地

事務局：〒 619-0214 木津川市木津南垣外 110-9 木津川市社会教育課内
HP:https://kieanet.com	 メール : shakaikyoiku@city.kizugawa.lg.jp	
電話：0774-75-1233	 FAX：0774-73-2566

教室：〒 619-0214 木津川市木津南垣外 15-2 市役所庁舎北別館内
電話 : ：0774-71-8900（庁舎北別館）

・構成員数：国際交流協会会員数　67 名
・年会費

年 2,000 円 (10 月以降入会は 1,000 円）
・会報の発行：なし
・事業形態：自主事業
・活動方針

学習者・支援者双方のニーズに対し、きめ細やかに柔軟に対応すること

２．支援者について
・必要な資格

資格の有無は問わない。教室見学、事前オリエンテーション後にボランティア登録、未経
験者には活動開始前に教室独自の入門講座 ( 無料約 90 分× 2 回 ) を受講していただく

・支援者数：38 名
・活動補償：ボランティア保険加入のみ

３．学習者について
・受入範囲：原則として 18 歳以上
・募集方法：HP・市の広報誌・クチコミ
・受講費用	：無料 ( ただし国際交流協会会費として年 2,000 円 )
・登録人数：登録：29 人　延べ人数：不明
・出身国

ベトナム 15 人、アメリカ 4 人、メキシコ・中国各 2 人、韓国・インド・インドネシア・
イギリス・ オーストラリア・エクアドル各 1 人

・属性（在留資格）
就労 8 人、技能実習 13 人、特定技能 2 人、日本人の配偶者 3 人、家族滞在 3 人

・学習目的
生活のために、日本語検定合格のために

≪木津川市国際交流協会　きづがわ日本語教室≫
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４．日本語教室について
・開催場所数：1 ヵ所
・開講日時：日曜日の午前 10 時～ 11 時半 ( ※現在、水曜日は休止中 )
・平均人数：基本的には支援者 1 人に学習者 1 人　
・1 回の時間：90 分
・オンライン教室：なし 
・所定場所外の教室：なし
・出張教室：なし

５．その他
・教室の特徴

・学研都市の一部であるため以前は研究者やその家族が多かったが、近年は就労者だけで
なく、 地元企業の技能実習生や特定技能が増加している。　

・担当チューターは、原則 1 年で交代 ( マッチングの良し悪しで学習意欲が左右されない
よう、また学習者に多様な日本語に触れてもらうため )。

・チューターは、学習した内容を、毎回、教室独自の学習記録に記入し、チューター間の連絡、
引継ぎや、コーディネーターが学習内容を把握するために利用している。　授業後の全
体ミーティングは休止中。

・コーディネーター ( 現在 8 人 ) は、学習者を継続して担当し、学習が続けられるよう見
守りながら、教室や日常生活での疑問や悩みにも対応。教室の運営に関する全てのこと
を、月 1 回の会議とグループ LINE を利用しながら、合議制で担う。教室開催時には、
必ず数名参加し、教室の準備・後片付け、出欠管理、見学者対応などを行うほか、チュー 
ターが欠席の場合は代講の手配等。

・日本語教室以外では、年 1 回 (3 日間 ) の日本語支援ボランティア養成講座、年数回の教
室内外の交流会 ( お茶会、日本のお正月遊び体験、お茶畑ツアーなど ) も開催している

・教室の課題	
学習者の無断欠席・学習中断	 チューターの高齢化・モチベーション維持
運営の人員不足

・特記事項
・最近の動向：コロナ規制緩和に伴い、学習希望者の問合せや入会が増加。
・チューター希望者も増加傾向。
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